
※種別は講義、実習、演習のいずれかを記入。

医療人としてふさわしい
身なり、態度を理解して
いる

医療人としてふさわしい
身なり、態度の理解が不
十分である

医療人としてふさわしい
身なり、態度が理解でき
ていない

治療院施設の概要、ルー
ルを理解している

治療院施設の概要、ルー
ルの理解が不十分である

治療院施設の概要、ルー
ルを理解できていない

適切な身体診察ができ、
その結果の意味を理解で
きる

適切な身体診察ができる
身体診察の実施が適切に
できない

身体診察が実施できない

到達目標
A

医療人としてふさわしい
身なり、態度が実践で
き、他者の規範となる

医療人としてふさわしい
身なり、態度が実践でき
る

治療院施設の概要、ルー
ルを熟知しており、新規
の問い合わせに十分な対
応ができる

治療院施設の概要、ルー
ルを充分理解している

科目名 臨床演習・実習１ 年度 2026

Clinical　Practice 1 学期 通年

単位数 1 種別※ 実習+実技

英語科目名

学科・学年 鍼灸科 1年次 必／選 必 時間数 45

担当教員
安齋勉　安藤亮　宇南山伸　大下裕之　宮本
陽平　山下俊樹

教員の実務経験 有 実務経験の職種 鍼灸師

【科目の目的】

電話での予約から、受付、お迎え、問診、施術、生活指導、会計といった患者の一連の流れを理解し、滞りなく施術所業務が行える方法
を理解する。また、施術所維持業務として、掃除、洗濯、カルテの整理など鍼灸院で必ず必要になる付帯業務が上手にできるように技術
を取得することを目標とする。

【科目の概要】

臨床の現場を見学することによって、進路を定める指針を作ります。

【到達目標】

Ａ：医療人としての身なり、態度を身につけている
Ｂ：治療院施設について理解している
Ｃ：受付、誘導ができる
Ｄ：脈拍と血圧の測定ができる
Ｅ：施術補助ができる

【授業の注意点】

授業日数の4分の3以上出席しない者は定期試験を受験することができない。講義時間に無連絡で20分以上遅れた場合、受講はできるが出
席の扱いをしない。明確な理由が無い早退は出席したとは認めない場合がある。

評価基準＝ルーブリック

ルーブリック
評価

レベル５ レベル４ レベル３ レベル2 レベル１

要努力ふつう あと少し優れている よい

到達目標
B

到達目標
C

来院患者に対し、適切な
声掛け、気配りと誘導が
できる

来院患者に対し、適切な
声掛けと誘導ができる

来院患者に対し、最低限
の声掛けと誘導ができる

来院患者への声掛けが不
十分で不案内である

来院患者への声掛け、誘
導ができない

治療に関する準備･サ
ポートを指示されること
なく自発的かつ的確にで
きる

治療に関する準備･サ
ポートを指示の下、的確
にできる

治療に関する最低限の準
備･サポートを指示の
下、できる

治療に関する最低限の準
備･サポートが指示の
下、不十分ながらにでき
る

到達目標
D

適切な身体診察が確実に
行え、結果の意味を理解
し、患者に結果を伝える
ことができる

到達目標
E

治療に関する最低限の準
備･サポートが指示が
あってもできない

【教科書】

特に使用しない

【参考資料】

はり実技、灸実技、診察学などで使用した資料など、必要と思われるものを適宜準備する。

【成績の評価方法・評価基準】

出席、レポート、授業態度を加味して評価する。
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自己評価：S：とてもよくできた、A：よくできた、B：できた、C：少しできなかった、D：まったくできなかった

備考 等

1

2

5

2 施術所実習 施設の理解

意義 施設の運営意義について理解する

備品 備品について理解する

施術所実習 診察

7 接遇実習 誘導、見送り

8 施術所実習 診察

9

接遇実習 挨拶、受付

3 施術所実習 院内業務

4 施術所実習 補助業務

初診/再診時の声掛け、受付をする挨拶、受付

カルテ記入

2

設備 設備について理解する

通年

授業内容

オリエンテーション

Clinical　Practice 1 学期

2 身なり、態度

1

3

カルテ準備

用具準備

治療着準備

用具準備

ベッドメイク

治療道具の準備、片付けをする

ベッド、枕類の準備、片付けをする

清掃 院内の整理、清掃法を理解し、実施する

3カルテの事前準備をする

誘導、カルテ記入

備品の確認、準備をする

治療着、タオル等の準備、片付けをする

3

1

授業の方針、準備、進め方を理解する

3

医療人としてふさわしい身なり、態度を理解する

英語表記

授業テーマ 各授業の目的 到達目標＝修得するスキル

1
オリエンテー
ション

実習の概要

科目名 臨床演習・実習１ 年度 2026

13

14 施設見学

15 施設見学

身体診察

2 治療補助

誘導

誘導

脈拍測定

脈拍測定

11 施術所実習 治療補助、見学

治療補助

身体診察

6 接遇実習

10 施術所実習 治療補助、見学

施設見学

血圧測定

血圧測定

施設見学 1

施設見学 1 施設見学

施設見学 1 施設見学

血圧測定

血圧測定

評価方法：1.小テスト、2.パフォーマンス評価、3.その他

カルテ、予診表の記入の依頼をする

診察、施術に必要な声掛け、誘導をする

診察、施術に必要な声掛け、誘導をする

受付、見送り 次回予約の確認、お見送りをする

脈拍を測定、記録する

血圧を触診法で測定、記載する

2

2

3

3

3

12 施設見学 施設見学 1 施設見学

施設見学

2

2

3

3

3

脈拍、血圧を測定する

治療の補助、見学をする

地域の治療院、施設を見学する

地域の治療院、施設を見学する

地域の治療院、施設を見学する

地域の治療院、施設を見学する

治療の補助、見学をする

脈拍、血圧を測定する

血圧を聴診法で測定、記載する

脈拍を測定、記録する

血圧を触診法で測定、記載する

血圧を聴診法で測定、記載する
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